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髪鍵
ベニヤコスモポリタン
コレクション開催中ノ

_ｊｉｌＢＥＮｌＹＡ
ＫＯＢＥＯＳＡＫＡ１ｏＫＹＯ

本部／交通センタービル6Ｆ0 7 8 ( 3 3 2 ) 3 1 5 5

ク

日ざしの残り香が漂う町から、

優しい季節の予感……。

ベニヤでは､ 秋のヒロインにふきわしい

ワードローブを集めた

コスモポリタン･ コレクションを開催します。

秋風よりはやく､ ロマンチックなシーズンを

つかまえませんか。

ＫＯＢＥ●９/ ８日①｡ ９日⑧
●本店●エルベ店●ウイング店●さんちか店
●ｼ ﾔ ｺ ｯ ｸ 店●イヴ･ サンローラン店●西神プレンテイ店

O S A K A ●９/ 8 日①～１６日⑧
●三番街店・ナビオ店・ﾐ ﾅ ﾐ 店｡ 近鉄店

ＴＯＫＹＯ●９/ ５日⑳～
●銀座店●自由ヶ丘店●日比谷店

つ

引

。
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蕊ノサワ

／

明
治
初
期
の
居
留
地
洋
館
と
し
て
、
今
日
ま
で
歴
史
を
刻
ん
で
来
ま
し
た
「
旧
居
留
地
十
五

番
館
」
は
、
昭
和
四
十
一
年
よ
り
‘
本
社
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
こ

れ
を
残
し
て
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
神
戸
に
マ
ッ
チ
し
た
新
社
屋
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

旧
社
屋
は
、
平
成
元
年
五
月
に
一
因
の
重
一
安
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
修
復

工
事
に
入
り
、
平
成
五
年
春
に
は
、
神
戸
の
新
し
い
名
所
と
し
て
お
目
見
え
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
神
戸
ら
し
い
伝
統
と
雰
囲
気
を
未
来
に
伝
え
る
旧
居
留
地
界
隈
の
街
並
み

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
〃
顔
〃
が
誕
生
し
ま
し
た

旧
居
留
地
の
街
並
み
に

－不燃逮材のリーダーー

本社・神戸市中央区浪花町１５番地
電話（０７８）３３３－４１１１

、
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影町御影字滝ヶ鼻1 3 3 5 - 1 メビウス

ｇ“ＬＩＴｙＯＦ'、､尺.〃αﾉ７．曲，’
, . R , H a r r i s の製品は、1 7 9 0 年の創業以来、大部分が当時と同じレ
シピ、伝統的方法で製造されています。ブリティッシュライフ
に根ざした優雅で味わいのある香りやコスメティックスをどう
ぞお楽しみください。

』
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タン否…型瓢
ご漣. ~‐差撮景

f=１

藷

神戸北野店／０７８－２２２－２８１８
〒６５０神戸市中央区山本通2 - 9 - 1 7
神戸岡本店／０７８－４３１－１６９２
〒６５８神戸市東灘区岡本1 - 4 - 1 0
芦屋店／０フ９７－３４－２０６０
〒6 5 9 芦屋市大原町2 8 番1 号パルテイ芦屋
神戸垂水店／０７８－７０６－１５５８
〒6 5 5 神戸市垂亦区栴王１町2 - 9 松林ビル1 Ｆ
明石南店／０７８－９１３－８１３１
〒67 3明石市売謂石町1- 6 - 2 2明石うけ－ﾗｽ 3Ｆ
加古川店／０７９４－２７－１４３１
〒６７５加古川市加古川町２１－８
京都北山店〆Ｏ７５－７１１－８５５８
〒6 0 6京都市毒荊区下翫祁諏扉9 1 N I N G f四・1 F
福岡天神店／０９２－７３１－５６１０
〒８１０福岡市中央区天神2 - 7 - 1 8

J ⑧灘撫弘。
冠(078)222-3641
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Ⅱ五ＮＤ週〕m 玉過璽Ｅｴ ご毎Ｌ
〆 第３回ｱﾉﾚﾄ･ｼﾝﾃﾞﾚﾗ

／ 、

募言織集
磯焔ｼ ﾝ デﾚ ﾗ 募集要項雛鵜撫下さい。蟹
アルト・シンデレラ3名（１）髄金, , 0 0 0 1 0 0 0 円(消斑税込み）雑誌●応募資格( 2 ) スズキの行なうP R 活動( スズキの実施す●お
男性からも､雄…愛される､そんなるｲべﾝﾄ､TV雑誌等のPR蕊淘へ饗加。蕪
藤:篤蝋鰯鯛熟込鰐嚇響普蹴､,年間の試蕊〃鼎！

鰯謡葡溌f 今ｓｕｚＵＫＩ

ﾝ バレ、９１年のシンデレラ

も
っ
と
自
分
に

期
待
し
イ
心
い
と
思
う
。

そ

粥２回アルト・シンデレラ
左から

岩崎秦稲美
西迫みゆき
梯希彊

フ

、

審査結果については本人に通知。また、
雑誌、店頭ポスターでも告知。
●お問い合わせ先・応募先
スズキ・アルト・シンデレラ募集事務局
〒1 5 1 束京都渋谷区上原3 - 4 4 - 1 0
T E L O 3 - 4 6 7 - 6 6 1 2 （お問い合わせ受付
時間：１０：００～１８：００，日祭日除く）

／1 L 旨『。

ノ

談馨
蝉毒ＪＺ７ａｍ堂鰹へ。

表
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Ｉｉ
皇Ｉ,
Ｉｉ

皇Ｉ,

吉岡利一< 画家＞
よしおか. としかず、奈良在住。
ガッシュという絵の具を使い、絵と

字を組み合わせた文人画現代版とでも
いうぺき作風で独自の作品世界を構築
する。ｒ難しいものでなく、普段の生
活の中で身近に感じてもらえる作品を
造ってゆきたいｊと語る。

寝

園新生時かんしん”は、企業
理念も共感・対話・信頼をキ
ーワードに、地域の人々と共
感の輪が拡がる「ときめきバ
ンク」をめざして“豊かな暮
らしの提案”と‘i 地域文化の
育成卿を二大テーマとし、文
化面にも貢献してゆきたいと
念願しております。
この「かんしんストリート

ギャラリーJ も､ そんな私達の
願いをこめて、地元の新鋭ア
ーティストの発表の場として
活用して頂ければ幸いです。

塁＆'百mごm恩.ご笛生田新道に面したストリートギャラリー

匝自

ｋ》nSinstreeigaIlery〈19〉

関西信用金庫
神戸市中央区下山手通2 証目1 2 - 3 〒6 5 0
PHQNE(078)調2-5151㈹Fax(078)333-9874

弓

声一声一

，
面
１
日神戸

っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊
（
蕊

茜1１

蝿挙一漫画冨勇農皿岸斡壁篇

』Ｆ、侭習恥睡．題浸樹

酌も画Ｌ「』“、一侭四‐

騨坪」 這
輔
＝

這
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職

凶
←

｝｜
聯,

…鷲 【
④
神
戸
っ
子
別
】

オ
ペ
ラ
に
新
風
を
水
淫
節
子
簡
曹
調
会
ソ
プ
ラ
ノ
議
事
》
…
米
田
定
職

「
オ
ペ
ラ
を
変
え
て
み
た
い
ん
で
す
」
瞳
を
輝
か
せ
て
水
淫
節
子
さ
ん
は
語
る
。
９
月
加
日
、
新
神
戸
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ー
ブ
シ
ァ
タ

ー
で
〃
ひ
と
り
オ
ペ
ラ
〜
女
は
す
て
き
〃
に
挑
戦
す
る
。
３
年
前
の
“
信
太
妻
（
し
の
だ
づ
ま
）
〃
に
続
い
て
、
ひ
と
り
オ
ペ
ラ
は

２
回
月
。
今
回
は
オ
ペ
ラ
の
常
識
を
破
っ
て
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
導
入
す
る
。
「
吉
と
出
る
か
凶
と
出
る
か
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

批
判
も
覚
悟
し
て
い
ま
す
」
と
細
身
の
体
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
度
胸
が
す
わ
っ
て
い
る
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
長
田
。
「
長
田
と
歌
し
か
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
」
の
言
葉
通
り
、
長
田
高
校
か
ら
大
阪
教
育
大
学
特
設
音
楽

課
程
で
声
楽
を
専
攻
。
現
在
は
神
戸
山
手
女
子
高
校
音
楽
科
の
講
師
の
傍
ら
、
関
西
二
期
会
の
正
会
員
と
し
て
豊
富
な
舞
台
経
験
を
誇

る
。
音
楽
好
き
の
母
親
の
勧
め
で
小
学
校
の
時
に
コ
ー
ラ
ス
部
に
参
加
し
て
以
来
「
学
生
時
代
は
ず
っ
と
コ
ー
ラ
ス
部
員
で
し
た
」
ひ

と
り
オ
ペ
ラ
に
挑
む
の
も
「
私
の
音
楽
人
生
に
一
つ
の
区
切
り
を
つ
け
た
い
か
ら
」

銀
行
の
研
究
所
勤
務
の
ご
主
人
と
２
人
の
男
の
子
に
囲
ま
れ
て
主
婦
業
も
忙
し
い
は
ず
だ
が
、
生
活
臭
さ
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な

い
。
８
月
に
は
息
子
さ
ん
が
揃
っ
て
風
邪
で
入
院
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
が
、
舞
台
当
日
は
家
族
の
暖
か
い
声
援
を
受
け

て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
水
津
さ
ん
の
自
信
に
満
ち
た
姿
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
兵
庫
県
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
風
景
よ
り
。
左
は
エ
ン
マ
大
王
役
で
特
別
山
出
漁
す
る
小
笠
原
暁
芦
屋
大
学
教
授
）
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秋の素肌に､望 うるおい。
薬草(ハーブ) 浴をとりいれた、
6 つのバスの
サウナコース／1 , 9 0 0 円
サウナ

月替わりハーブバス
ハーブサウナ
冷水超音波バス
温水バイブラバス
マッサージシャヮー

深夜割引(夜1 2時～夜2時受付)／1 , 2 0 0円
学生割引／1 , 6 0 0 円

マッサージ／3 ､ ０００円
ｵ ｲ ﾙ マッサージ／6 . 0 0 0 円
ブラッシング& オイルマッサージ／7 . 2 0 0 円
エステティック･ツイン／9 . 5 0 0円
( 全身のｵ ｲ ﾙ マッサージと美顔をセット）

ボディケア／3 , 5 0 0 円～6 . 0 0 0 円
フェィシャルケア／4 . 5 0 0 円～5 5 0 0 円
磯上記料金に消費税は含まれておりません。

『

ｈＬ

Ｌ

’

スポーツ後に､ ぜり％

サウナとエステティック 神戸市中央区下山手通2 - 2 - 1 0
●ワシントンホテル向かい
営業時間／朝1 0 時～夜3 時．年中無休
7 1 2 1 0 7 8 - 3 2ルイ7２神戸 サウナ
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【
③
神
戸
っ
子
別
一

患雲霧

神
戸
に
芥
川
賞
を
持
っ
て
き
た
男
‐
辻
原
登
〈
裏
蕊
！
〉
…
米
田
定
蔵

「
神
戸
は
一
度
は
住
ん
で
み
た
か
っ
た
街
な
ん
で
す
」
こ
の
４
月
か
ら
神
戸
・
東
灘
に
住
ん
で
満
足
感
い
っ
ぱ
い
の
声
が
は
ず
ん

で
来
た
。
辻
原
登
氏
。
桃
源
郷
を
題
材
に
、
中
国
の
町
で
仕
事
を
す
る
商
社
マ
ン
を
描
い
た
「
村
の
名
前
」
で
、
芥
川
賞
受
賞
。

大
阪
学
芸
大
天
王
寺
高
校
か
ら
、
作
家
を
目
指
し
、
文
化
の
情
報
が
集
中
す
る
都
市
で
修
業
を
と
東
京
へ
。
釦
歳
を
過
ぎ
て
、
父

親
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
就
職
、
結
婚
、
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
の
執
筆
が
始
ま
る
。
２
度
目
の
候
補
で

受
賞
。
結
婚
加
年
目
「
私
が
と
っ
た
よ
う
な
も
の
よ
」
と
奥
さ
ん
が
言
う
ほ
ど
協
力
的
で
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
。

受
賞
し
て
か
ら
連
日
の
取
材
、
原
稿
依
頼
も
。
し
か
し
年
に
１
〜
２
作
、
今
ま
で
の
ペ
ー
ス
で
小
説
を
大
切
に
書
い
て
ゆ
き
た
い

の
で
「
で
き
る
だ
け
エ
ッ
セ
ー
的
な
も
の
は
お
断
り
し
た
い
」
が
、
断
る
の
は
下
手
な
方
。
「
原
稿
一
枚
で
も
ま
と
め
る
の
に
時
間
が

掛
か
っ
て
こ
ま
る
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
。
ワ
イ
ン
と
日
本
酒
党
で
、
２
〜
３
時
間
か
け
て
食
べ
な
が
ら
飲
む
。
「
す
ご
く
食
べ
る
ん
で

す
一
神
戸
で
の
味
の
探
求
が
楽
し
み
だ
そ
う
。
横
浜
育
ち
の
奥
さ
ん
共
々
に
神
戸
を
絶
賛
「
神
戸
は
世
界
一
豊
か
で
環
境
の
良
い
土

す
」
神
戸
で
の
味
の
携
手

地
で
、
最
高
で
す
」
と
。

会
社
の
仕
事
も
大
切
に
し
た
い
の
で
執
筆
は
出
社
前
。
朝
５
時
起
き
の
空
手
道
場
通
い
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
ま
す
ま
す
が

ん
ば
り
た
い
と
、
脂
の
乗
り
切
っ
た
必
歳
。
本
名
村
上
博
。
（
三
宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）

蝋

錫 神
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､ 一

蔓

蕊

》
、
必
爺
ｆ
●
罪
穆
罪
笈
雪
癖
》
》
》

や
割
ｌ
典

『
今

犀
ま
晦
制，

１！
《
一
端
＃
”
…
訂
《
名

＃
際

＃ 鼎
４４

Q宙
n

Lj？

誉
・
過
熱

椛
鴬
１
荊
雑
官

幽
畢
一
語
〃
醇
睡
ゆ
ど
Ｆ
Ｌ
今
砕
啄
心
は
０
９
司
茜
。
刀
今
》
一
》
需
細
鋤
詞
題
唖

唯
部
ｌ
鯉
⑩
始

匂
金
愚
螺
勉

綴
守罰冠

■､■､

雷

俳
句
現
代
派
の

名
の
も
と
に

伊
丹
公
子
書
玄
俳
句
会
蕊
鑑
査
同
人
）

青
玄
俳
句
会
は
、
俳
句
現
代
派
の
俳

人
集
団
で
す
。
主
幹
は
伊
丹
三
樹
彦
、

会
員
は
全
国
で
千
人
く
ら
い
。
こ
こ
に

写
っ
て
い
ま
す
の
は
、
た
ま
た
ま
「
伊

丹
三
樹
彦
俳
句
展
」
の
パ
ー
テ
ィ
に
集

ま
っ
た
青
玄
人
で
す
。
同
展
は
三
樹
彦

の
俳
句
墨
書
五
十
二
点
を
飾
る
古
希
記

念
個
展
で
し
た
。
画
廊
彩
博
（
い
か
り

ビ
ル
３
Ｆ
）
で
六
月
十
五
日
か
ら
三
十

日
ま
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

写
俳
個
展
は
、
ニ
ゴ
ン
サ
ロ
ン
を
は
じ

め
と
し
て
、
し
ば
し
ば
待
っ
て
き
た
三

樹
彦
で
す
が
書
展
は
初
め
て
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
「
青
玄
」
に
は
「
俳
句
を
現

代
書
き
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
、
現

代
の
文
学
と
し
て
の
要
素
の
ひ
と
つ
」

と
い
う
三
樹
彦
の
俳
句
理
念
に
賛
意
を

抱
く
ひ
と
び
と
が
拠
っ
て
い
ま
す
。
作

者
の
年
齢
、
俳
歴
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

生
き
た
呼
吸
を
も
つ
言
葉
で
書
き
た
い

と
い
う
意
識
は
同
じ
で
す
。

ま
た
写
俳
運
動
と
し
て
は
、
三
樹
彦

会
長
、
弘
中
鴻
象
指
導
の
「
双
樹
の
会
」

が
あ
り
ま
す
。
会
員
五
十
人
。
毎
月
研

修
会
を
も
ち
、
合
同
展
を
重
ね
て
い
ま

す
。
音
俳
連
動
も
す
す
ん
で
い
ま
す
。

俳
句
を
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
歌
う
五
島
エ
ミ

は
、
歌
手
で
あ
る
と
共
に
青
玄
同
人
の

俳
人
で
す
。
俳
句
現
代
派
と
は
、
心
眼

で
と
ら
え
た
俳
句
に
、
広
い
表
現
視
野

を
与
え
る
と
い
う
、
極
く
自
然
な
方
法

の
謂
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

国
連
絡
先

尼
崎
市
南
塚
口
町
２
１
７
１
８

壷
（
０
６
）
４
２
９
１
３
８
２
０
（
伊
丹
）

ある集い■青玄俳句会

一
三

鑑、幾K 鍵
畠
目

薯

§
勘

が

§懲錨Ｉ

ず 駒
由

七寺

!､§た‘〃
罰

!Z”
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磯

唾
・
」
二
一
雷
■一

些
守
圃
一

一
二
屯
）

言
上

1 1

鍵

旺
美
会
の
会
員
の
方
は
日
本
画
が
好

日
本
画
を
愛
す
る

塗一一蔓雪蕊昏
酔

を
迎
え
、

同
好
会
で

と
し
て
会

役
を
受
け

一
年
間
の

会
、
特
別

ま
す
。
毎

と感よを
だもく綱
と深わめ
思まりて

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
山
手
４
１
Ｍ
ｌ
胆
ｌ
伽

和

盃
（
０
７
８
）
８
１
１
１
４
８
０

言

←＝

霧

鳶 ＝ﾛ Ｉ雫

正吾
彊 一

尋目

情
熱
と
心
の

藤
原
宏
子

〈
旺
美
会
会
員
〉

旺
美
会
は
今
年
二
十
周
年

現
会
員
九
十
六
名
の
日
本
画

す
。
大
橋
良
三
先
生
を
中
心

員
が
毎
年
、
名
簿
順
に
世
話

待
っ
て
会
の
運
営
を
行
い
、

誰
座
等
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
ｃ

２
（
藤
原
）

予
定
を
立
て
、
展
覧
会
、
研
修
会
、

■

管、

「

す
と
、
大
勢
の
方
の
集
ま
り

い
く
事
が
如
何
に
大
変
か
が

ま
す
し
、
会
員
同
士
の
連
帯

っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ

い
ま
す
。

き
で
集
っ
た
方
達
で
す
が
、
大
橋
先
生

の
日
本
画
愛
好
者
を
県
下
に
普
及
さ
せ

る
情
熱
と
御
人
徳
が
今
日
の
旺
美
会
を

こ
こ
ま
で
発
展
さ
せ
、
ま
た
、
支
え
て

ド
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
全
く
日
本
画
に
対
す
る
知
識

も
な
く
、
基
礎
か
ら
御
指
導
し
て
頂
い

た
の
で
す
が
、
何
も
知
ら
な
い
う
ち
は

作
品
に
な
っ
て
い
く
の
が
嬉
し
く
て
た

ま
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

〃
う
ま
く
描
く
な
よ
い
絵
を
作
れ
〃

こ
れ
は
大
橋
先
生
の
日
本
画
十
戒
の
中

の
制
作
に
つ
い
て
の
戒
め
で
す
が
、
心

を
こ
め
て
制
作
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
頂
き
、
本
当
に
有
難
い
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
の
時
代
に
旺
美
会
の
方

々
は
益
々
、
意
気
軒
昂
で
大
橋
先
生
と

共
に
楽
し
い
余
生
を
送
り
た
い
と
念
願

し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

ある集い■旺美会

年
交
替
し
て
会
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
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順みつき
く女優〉

、／

夢
を
売
る
服
部
メ
ガ
ネ
と

夢
を
追
う
私

講

心
ア
ー

両
壷
ｒ

‐
●
”
。
》
｛

０
■

Ｉ

わたしとメガネ
☆

/w粋ト

月辰部メガ布
神戸・大丸前霊( 0 7 8 ) ３３１－１１２３
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クＩ

■一

行われた

n 画』

嘩轟，､』昼、
‘国電３

留学生運による露店も開かれた盛大に開かれたチヤ リテイオークションの様子第１０回目を迎えた北野国際まつり

届
！
』

L

」
望

北野町で毎年' 恒例になっている夏祭り､ 北野国際まつ
りが、７月2 8 , 2 9 日の両日にわたって行われた。
第１０回目を迎える今年も賑やかに､ 神戸在住の１０数ヵ国
の人々が北野天満神社をメイン会場にして､ 各国の露店
や民族舞踊が華やかに繰り広げられた。

第7 0 回
北野国際まつり開催

●コウベ

テープカット

邪

小説ｒ細雪」の舞台となった、文豪･ 谷崎潤一郎の旧
邸「椅松庵」の移築復元工事が完成し、７月２４日、開館
式典が行われた｡ 式典ではテープカットや石碑の除幕式
が行われた他､ 東京から出席した谷崎の孫にあたる高橋
百々子さんが、松子夫人からのメッセージを代読した。

谷崎潤一郎の旧邸
いしようあん

「待松庵_ ／復元

一戸

ザ

識

筒松庵をバツ

内

高橋百々子さん

句

復元された筒松庵

叫
| 可さﾛ

ヤｄ
Ｐ

ｒ１

－郎||日邸『椅鵬』開
¥

聖！
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ま
ず
言
っ
て
お
く
と
、
こ
の
作
者
の
女
性
は
ぼ
く
の
韓
国
語
の
先
生
で
あ
る
。
韓
国
語
で
い
え
ば
ソ

ン
セ
ン
ニ
ム
だ
。
韓
国
で
現
代
美
術
が
活
況
を
み
せ
は
じ
め
、
日
本
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
だ
し
た

こ
と
も
影
響
さ
れ
て
、
数
年
前
か
ら
勉
強
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ぶ
ん
能
力
が
な
い
の
と
、
ま

ち
が
い
な
く
怠
け
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
韓
国
語
の
習
得
は
チ
チ
と
し
て
す
す
ま
な
い
。
そ
れ
に
ひ
き

か
え
作
者
の
ほ
う
は
こ
の
数
年
の
あ
い
だ
に
、
作
家
と
し
て
め
ざ
ま
し
く
成
長
し
た
。
今
年
だ
け
で
も

福
岡
県
立
美
術
館
主
催
の
「
現
代
美
術
の
展
望
ｌ
変
貌
す
る
布
」
展
、
神
奈
川
県
立
県
民
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
「
今
日
の
フ
ァ
イ
バ
ー
ワ
ー
ク
展
」
に
、
日
本
の
有
力
作
家
と
肩
を
な
ら
べ
、
ま
た
こ
の
秋

開
催
の
「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
大
賞
展
」
に
も
、
十
五
人
の
候
補
作
家
の
一
人
に
選
ば
れ
出
品
す
る
。

大
賞
も
夢
で
な
い
。
さ
す
が
に
ソ
ン
セ
ン
ニ
ム
で
あ
る
。

作
品
は
こ
の
と
こ
ろ
立
体
が
多
い
が
、
材
料
と
発
想
の
出
発
点
は
一
本
の
か
ぼ
そ
い
繊
維
で
あ
る
。

サ
ィ
ザ
ル
麻
と
い
う
ロ
ー
プ
な
ど
の
原
料
に
な
る
メ
キ
シ
コ
原
産
の
麻
の
繊
維
を
染
め
、
た
て
よ
－
」
な

な
め
に
か
ら
ま
せ
て
接
着
剤
で
シ
ー
ト
状
に
固
め
た
も
の
で
立
体
を
構
成
す
る
。
一
本
の
繊
維
は
よ
わ

よ
わ
し
い
が
、
そ
れ
が
面
に
な
り
立
体
と
な
っ
て
自
立
し
て
ゆ
く
。
黒
が
採
り
ほ
と
ん
ど
を
し
め
る
そ

の
作
品
は
む
し
ろ
剛
直
に
立
ち
な
が
ら
、
そ
れ
で
い
て
風
通
し
が
よ
く
、
繊
維
特
有
の
優
し
さ
で
肌
と

心
に
触
れ
て
く
る
。
そ
の
作
品
の
よ
う
に
、
作
者
自
信
も
自
立
す
る
韓
国
女
性
だ
。
来
日
し
て
す
で
に

十
年
。
京
都
で
弟
と
と
も
に
自
活
す
る
。
制
作
の
か
た
わ
ら
韓
国
語
を
教
え
、
西
宮
市
に
あ
る
大
手
前

女
子
大
学
で
染
織
の
講
師
も
勤
め
る
。
名
前
の
お
よ
そ
の
発
音
は
チ
ャ
、
ケ
ナ
ム
。
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1988年

1989年

1990年

車 季南

騨
蕊
欝
癖
灘

ＡＳｏｕｌＢｌｏｓｓｏｍ
2 2 5 ×2 2 5 ×１６０

（1989年）

､ ｒ一‐

1984年
１９８６年
1987年

個展( ギャラリー･ マロニエ/ 京都）
個展( 天野画廊/ 大阪）
個展( ギャラリー紅/ 京都）
布のかたち糸のかたち( 東京都美術館）
個展( 天野画廊/ 大阪）
大手前女子大学講師
個展( 天野画廊/ 大阪）
個展( ギャラリーなかむら/ 京都）
個展( 京二画廊/ 東京）
個展( 天野画廊/ 大阪）
変貌する布～意味を消された現場から( 福岡県立美術館）
今日のファイバー･ リーク展( 神奈川県立県民ホール
ギヤラリーノ横浜）
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